
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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20日（月）＝夕刊特集ワイド

映画監督 内山雄人さんインタビュー

地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇
し
、

世
界
各
地
で
洪
水
被
害
が
頻
発
す

る
な
ど
、
気
候
変
動
は
人
類
に

と
っ
て
最
大
の
脅
威
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一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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」
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、
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、
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れ
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れ
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あ
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か
、
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新
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を

詳
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す
る
と
と
も
に
、
日
本
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対
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策
の
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

漫画家 ちばてつやさんの戦争体験 19日（日）＝１、３面

今月公開された安倍晋三
元首相の実態に迫るドキュ
メンタリー映画「妖怪の
孫」の監督を務めた内山雄
人さん＝写真＝にインタ
ビューしました。支持率に
裏付けられた人気を誇った
半面、物議を醸した言動を

どう映し出すのでしょうか。
安倍元首相の死去で製作は
一時止まりましたが、公開
にこぎつけました。内山監
督は「子供の未来に責任を
感じている」と語り、「政
治は決して人ごとではな
い」と訴えています。

（水）

22
日

＝
３
面

気
候
変
動
の
最
新
予
測

ロシアによるウクラ
イナ侵攻が続いていま
す。爆撃で破壊された
市街地や、戦火の中を
逃げてきたウクライナ
の人々の映像を見る度
に戦争の悲惨さを思い
知らされます。
「あしたのジョー」

などの名作で知られる
漫画家のちばてつやさ
ん=写真＝は、ロシア

の侵攻が始まった時、
病院にいました。ベッ
ドの上で思い出したの
は、日本の敗戦後、中
国大陸から日本に引き
揚げる旅でのつらい出
来事でした。この時、
ちばさんは７歳。日本
を目指す途中で、親た
ちから離れて残留孤児
になってしまった多く
の子どもたちがいただ

けに、ちばさんは「決
して人ごととは思えま
せん」と打ち明けます。
池上彰さんとの対談

では、大陸からの引き
揚げ体験のほか、東京
大空襲で亡くなった
人々に対する慰霊の気
持ちや、平和の大切さ
などを伝える「漫画の
力」について語り合い
ます。

24日（金）＝オピニオン面変われない日本

岸田文雄首相＝写真＝
は２月の衆院予算委員会
で、同性婚の法制化をめ
ぐり「社会が変わってし
まう」と答弁して論議を
呼びました。「弱者」は
不当に認められて利益を
得ていると考え、変革を
求める動きを批判する人

たちの存在も無視できな
くなってきました。こう
した傾向は米国でも見ら
れるようです。岸田政権
の「変えたくない社会」
とは何なのか。「変えた
い人たち」を批判する背
景には何があるのか考え
ます。

台風19号による大雨で一時水につかった北陸
新幹線の車両群＝長野市で２０１９年11月

第
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回
記
念
選
抜
高
校

野
球
大
会
が
開
幕
し
ま
し

た
。
声
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Ｏ
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と
な
り
、
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舞
台
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熱
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の
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が
コ
ロ
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す
。
ご
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さ
い
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春

の
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大
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選
手

権
大
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そ
れ
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れ
主
催

す
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毎
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新
聞
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は
、
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同
で
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高
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野
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応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
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」
を
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い
ま
す
。

応
募
締
め
切
り
は
３
月
31

日
ま
で
。
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っ
て
ご
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だ
さ
い
。
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